
■活用状況

区分
令和元年度～
令和４年度

令和５年度 計
令和５年度末
時点の活用率

未執行額の活用方針

活用額（円） 281,327,000 96,898,000 378,225,000

譲与額（円） 281,327,000 96,898,000 378,225,000

■令和５年度の具体的な活用状況

うち
森林環境譲与税

危険木伐採事業 2,000,000 2,000,000

市有林整備業務委
託

8,390,580 8,390,580

住宅等緩衝区域整
備事業

4,194,296 4,194,296

公園樹木管理委託 7,163,200 4,491,300

緑地樹木管理委託 16,488,120 4,500,000

Ｊクレジット制度導入
業務委託

1,000,000 1,000,000

森林病害虫防除委
託事業（繰）

79,086,299 16,334,234

林道修繕事業 14,995,640 14,797,640

林道等パトロール業
務委託

2,819,907 2,819,907

林道調査業務委託 13,872,100 13,872,100

人材育成
さがみはら林業の人
材育成・担い手確保
事業

2,063,000 2,063,000

児童机天板交換事
業

8,115,780 6,674,000

星が丘公民館長寿
命化改修工事

268,705,800 2,735,043

さがみはら津久井産
材普及啓発事業

1,200,000 1,200,000

相模原市市民の森
整備事業

977,900 977,900

ＳＤＧｓパートナー制
度事業

2,925,395 2,000,000

さがみはら津久井産
材利用促進・普及啓
発事業

8,848,000 8,848,000

442,846,017 96,898,000

森林整備 人材育成

・市有林整備 ・林業従業者の確保、育成に向けた資格取得費等の補助

・林道の維持管理

木材利用および普及啓発

・地域産木材の利用拡大に向けた普及啓発
・地域産木材を活用した木造建築物等に対する補助

■今後の主な活用計画

森林整備

病害虫が起因となり枯損等を生じた危険木の伐採や処分又は撤去を行うため
に必要な経費に対する補助。（11件）

植栽、下刈や危険木伐採などの森林整備を実施。

緑地環境及び生活環境の改善等を図るため、住宅や道路等に接する林縁部
で、越境木の処理等の森林整備を実施。

人的被害や物的被害などの二次的被害防止のため、（仮称）城山中央公園に
おいて、被害木を伐採。（８本）

人的被害や物的被害などの二次的被害防止のため、被害木を伐採。（23
本）

「Ｊ－クレジット」制度を試験的に実施し、費用対効果や事業スキームの検証を
実施。（１プロジェクト登録）

人的被害や物的被害などの二次的被害防止のため、被害木を伐採。
（612本）

被災した舗装等の修繕、排水施設の設置、林道に流入した土砂の撤去等を実
施。

市営林道の良好な通行環境の確保、及び災害時情報収集等を目的としたパト
ロールを実施。

被災した林道の調査を実施。

ＳＤＧｓの達成に向けた取組促進の一環として、連携する企業に対してさがみ
はら津久井産材製の記念品を配布。

さがみはら津久井産材を使用する不特定多数が利用する建築物の木造・木質
化の支援、木造住宅の建築・改修等の支援を実施。（８施設）

※事業名に（繰）と付いているものは繰越事業のため、事業費は暫定値です。

合計

相模原市における森林環境譲与税の活用について

100%

事業区分 事業名※
事業費（円）

事業内容

木材利用および普
及啓発

林業従事者の確保、育成に向けた資格取得費、機械購入費等の支援。（６事
業体）

市立小学校において、さがみはら津久井産材製の児童用学習机の天板の交
換委託を行い、地元の森林の保護・保全につなげるとともに、併せて森の授業
等を実施。

老朽化が顕著である星が丘公民館の長寿命化改修工事において、内装等に
さがみはら津久井産材を使用した。

さがみはら津久井産材の利用拡大等を担う協議会における各種イベント出展
費、イベントグッズ制作等。（イベント出展：７回）

相模原市市民の森基本計画に基づく施設等の整備の一環として、間伐等の森
林整備を実施。


